
《今月の海上安全標語》 ～ 良い年を迎えるために… ～
ＬＪ（ライフジャケット）は、あなたの命を守ります！
新しい年を家族や仲間と楽しく迎えるためにも、是非、着用して下さい !!
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本
年
４
月
に
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
に
着
任
し
ま
し
た
堀
豊
と
申

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
の
立
場
と
な
っ
て
ス
ト
レ
ス
の
多
さ
と
強
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、

そ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
身
に
し
み
ま
す
。

　

近
頃
、「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
と
か
「
瞑
想
」
と
い
う
言
葉
を
新

聞
広
告
な
ど
で
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
私
も
以
前
か
ら
電
車
の
待
ち
時
間
や
車
中
、
徒
歩
通
勤
中
に
、

あ
る
い
は
信
号
待
ち
や
カ
ッ
プ
麺
の
待
ち
時
間
な
ど
に
心
の
中
で
般
若
心
経
を
唱
え
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
唱
え
て
い
る
間
は
よ
そ
事
を
考
え
な
い
の
で
、
何
と
な
く
心
が
落
ち
着
い
て
い
き
ま
す
。
特

に
朝
の
通
勤
電
車
の
中
で
は
思
う
に
任
せ
な
い
こ
と
が
多
く
、
イ
ラ
イ
ラ
が
募
る
の
で
、
毎
朝
、
山

陽
明
石
駅
か
ら
東
二
見
駅
の
間
は
、
大
抵
目
を
閉
じ
て
般
若
心
経
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
す
。

　

東
二
見
駅
か
ら
職
場
ま
で
は
、
な
る
べ
く
人
通
り
の
少
な
い
道
を
選
ん
で
、
他
人
の
家
の
庭
や
道

端
の
花
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
た
ま
に
（
こ
の
５
年
間
で
３
回
ほ
ど
で
す
が
）
す
れ
違
う
小

学
生
が
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も
幸
せ
な
気
分
に
し

て
も
ら
え
ま
す
。

　

ま
た
仕
事
帰
り
の
道
す
が
ら
、
今
日
あ
っ
た
辛
い
こ
と
を
思
い
出
し
て
落
ち
込
ん
だ
と
き
、
誰
か

あ
る
い
は
何
か
の
こ
と
に
怒
り
を
感
じ
て
し
ま
う
と
き
な
ど
に
は
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
許
し
て
く
だ
さ
い
、
有
難
う
、
愛
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
四
つ
の
言
葉
を
、

繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
、
呪
文
の
よ
う
に
唱
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ホ
・
オ
ポ
ノ
ポ

ノ
と
い
う
ハ
ワ
イ
の
伝
統
的
な
癒
し
の
方
法
で
、
や
さ
し
い
教
科
書
的
な
本
が
何
冊
も
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
単
純
な
呪
文
で
も
、
繰
り
返
す
う
ち
に
、
ス
ト
レ
ス
で
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
た
頭
が

段
々
す
っ
き
り
し
て
き
ま
す
。
対
人
関
係
の
ス
ト
レ
ス
に
は
強
い
効
き
目
が
あ
り
、
水
技
セ
ン
タ
ー

か
ら
東
二
見
駅
ま
で
の
徒
歩
20
分
の
間
に
大
抵
の
こ
と
は
昇
華
で
き
ま
す
。

　

車
の
運
転
中
は
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
し
、
呪
文
の
暗
誦
に
は
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
一

度
お
試
し
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

表紙の言葉
「但州丸」（神戸市）

No.722   December. 2016

	 ２	 ようそろ

	 ３	 兵庫県水産賞	受賞者決定
	 	 兵庫県漁業信用基金協会	臨時総会	開催

	 ４	 淡路水交会	漁業者による森づくり
	 	 虹の仲間で森づくり

	 ５	 兵庫ＪＣＣ協同組合研究･交流会
	 	 たつの市立室津小学校	郷土料理給食会

	 ６	 播磨地区漁協職員協議会	学習会開催
	 	 神戸海上保安部からのお知らせ

	 ７	 アカウニ受精卵放流	実施
	 	 但州丸	帰港式

	 ８	 兵庫県水産系統団体役職員ＯＢ会総会
	 	 海難事故をなくそう

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

呪
文
と
通
勤
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長　

堀 　
　
　

豊

　11月28日（月）、船籍のある神戸港で、県立香住高校の
実習船「但州丸」の帰港式が行われました。
　この写真は、但州丸とその後ろに停泊していたクルーズ
客船「ぱしふぃっく びいなす」を写したものです。
　1998年就航で「ぱしふぃっく びいなす」は、全室海側
の収容人員600名を超える日本籍で2番目に大きいクルー
ズ客船で「楽しむ船」。一方、但州丸は、６代目の実習船
として昨年竣工し、高性能機器を搭載した最新鋭の実習
船で「学びの船」。
　様々な船が停泊する神戸港は、来年１月１日に開港から
150年を迎えます。
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
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県農林水産業の功労者表彰
　“平成28年度 兵庫県水産賞”受賞者決定

受賞者の皆様（左から 河本様ご夫妻、松本様ご夫妻、菱谷様ご夫妻）

氏　　名 所　属 功　績　内　容

河
かわもと

本　勝
かつ

博
ひろ ＪＦ神戸市 大阪湾における漁業秩序の維持と漁業経営

の安定化への貢献

菱
ひし

谷
たに

　康
やす

人
ひと ＪＦ淡路島岩屋 船びき網漁業の振興と資源管理型漁業の

推進への貢献

松
まつ

本
もと

  　 斎
ひとし ＪＦ浜坂 浜坂地区の沿岸漁業の振興と但馬地域の漁

業調整への貢献
（敬称略）

　
永
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や

団
体
に
贈
ら
れ
る
兵
庫
県
農
業
賞
・
林
業
賞
・
水
産
賞
の
３
賞
表
彰

式
が
、
11
月
29
日
（
火
）
県
公
館
（
神
戸
市
中
央
区
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
兵
庫
県
水
産
賞
は
Ｊ
Ｆ
神
戸
市 

河
本 

勝
博
さ
ん

（
61
）、
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋 

菱
谷 

康
人
さ
ん
（
66
）、
Ｊ
Ｆ
浜
坂 

松

本 

斎
さ
ん
（
72
）
の
３
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は

井
戸
敏
三
知
事
か
ら
表
彰
状
な
ら
び
に
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
漁
業
信
用
基
金
協
会
は
、
保
証

を
通
じ
て
中
小
漁
業
者
等
の
漁

業
経
営
等
に
必
要
な
資
金
の
融

通
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
諸
情
勢
が
年
々
厳
し
く
な
る

中
で
、
将
来
的
に
も
安
定
的
か
つ

継
続
し
て
浜
の
水
産
金
融
を
支

え
て
い
く
た
め
に
は
、
協
会
の
財

務
基
盤
の
安
定
化
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

の
経
験
を
通
じ
大
震
災
等
の
大

災
害
に
も
対
応
で
き
る
協
会
づ

く
り
が
必
須
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
新
た
に
県
域
を

越
え
た
広
域
に
わ
た
る
合
併
協

会
を
設
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平

成
27
年
４
月
よ
り
広
域
合
併
に
向
け
て

協
議
を
重
ね
、
今
年
３
月
23
日
に
協
会

合
併
プ
ラ
ン
が
開
示
さ
れ
ま
し
た
。
８

月
３
日
に
は
、
協
会
合
併
に
係
る
「
平

成
28
年
度
第
１
回
理
事
長
会
議
」
が
東

京
で
開
催
さ
れ
、
一
般
社
団
法
人
漁
業

信
用
基
金
中
央
会
会
長
を
立
会
人
と
し

て
、
全
国
19
協
会
（
北
海
道・岩
手
県・

秋
田
県
・
福
島
県
・
神
奈
川
県
・
静
岡

県
・
愛
知
県
・
三
重
県
・
滋
賀
県
・
京

都
府
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
和
歌
山
県
・

岡
山
県
・
広
島
県
・
徳
島
県
・
福
岡
県
・

宮
崎
県
・
沖
縄
県
）
の
理
事
長
に
よ
り

合
併
仮
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
、
合
併
に
参
加
す
る
か

否
か
を
議
決
願
う
べ
く
、
去
る
11
月
14

日
（
月
）
明
石
市
の
ホ
テ
ル
で
平
成
28

年
度
11
月
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
多
数
の
会
員
の
皆
様
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
無
事
全
て
の
議
案
が
可
決
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
協

会
は
、
平
成
29
年
４
月
３
日
（
月
）
よ

り
全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
兵
庫
県
支

所
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
。
合
併
後
も
役
職
員
一
同
い
っ
そ
う

の
努
力
を
は
か
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
文
：
兵
庫
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
）

兵
庫
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
が
臨
時
総
会
を
開
催

　
～
平
成
29
年
４
月
の
全
国
組
織
へ
の
合
併
に
向
け
て
～
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一
般
社
団
法
人
淡
路
水
交
会
（
東
根 

壽

会
長
）が
主
催
す
る「
漁
業
者
の
森
づ
く
り
」

が
11
月
８
日
（
火
）、
洲
本
市
の
山
林
で
行

わ
れ
、
バ
ベ
・
ヤ
マ
モ
モ
あ
わ
せ
て
６
０
０

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
漁
業
者
と
一
般
県
民
が
力

を
あ
わ
せ
て
豊
か
な
海
の
再
生
に
向
け
た

“
森
づ
く
り
”
を
行
う
こ
と
で
、
環
境
保
全

と
地
域
へ
の
貢
献
を
図
る
と
と
も
に
、
バ
ベ

（
ウ
バ
メ
ガ
シ
）
や
間
伐
材
を
使
っ
た
“
柴

漬
け
”
に
よ
る
産
卵
床
の
設
置
に
よ
り
ア

オ
リ
イ
カ
な
ど
の
増
殖
を
図
る
趣
旨
で
始

ま
っ
た
も
の
で
、
８
回
目
と
な
る
今
年
は
、

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

瀬
戸
内
オ
リ
ー
ブ
基
金

か
ら
緑
化
事
業
の
認
定
を
受
け
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は

雨
が
降
る
な

か
の
作
業
と

な
り
ま
し
た

が
、
島
内
Ｊ

Ｆ
役
職
員
、

漁
青
連
、
女

性
連
の
ほ

か
、
行
政
や

系
統
団
体
、

さ
ら
に
洲
本

市
立
第
一
小

学
校
３
年
生

児
童
25
人
を

加
え
た
約

１
６
０
名
が

集
合
し
ま
し

た
。
参
加
者

ら
は
植
樹
手

順
の
説
明
の

後
、
苗
木
と

土
嚢
に
入
っ

た
土
を
次
々

に
運
び
込
み
、
用
意
し
た
バ
ベ
、
ヤ
マ
モ
モ

の
苗
木
合
計
６
０
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
ら
は
、
県
洲
本
農
林
水
産
振
興

事
務
所
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
森・川・

海
の
関
係
の
ほ
か
、
か
い
ぼ
り
や
海
底
耕
耘

の
取
組
み
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
海
の
再
生
に
向
け
て
、
ま
た
、
ア

オ
リ
イ
カ
増
殖
に
繋
が
る
「
森
づ
く
り
」
事

業
は
、
今
後
も
淡
路
の
各
地
で
展
開
さ
れ
て

い
き
ま
す
。 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）

「虹の仲間で森づくり」
　～今年は神出神社（神戸市西区）周辺で開催～

　
漁
業
者
と
消
費
者
が
共
に
手
を

携
え
て
、
豊
か
な
海
を
支
え
る
森

を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

コ
ー
プ
こ
う
べ
と
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

が
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
虹

の
仲
間
で
森
づ
く
り
」。
10
回
目

と
な
っ
た
今
年
は
、
場
所
を
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
三
木
市
内
の

森
林
か
ら
、
神
戸
市
西
区
に
あ
る

雌
岡
山
（
神
出
神
社
周
辺
）
に
変

え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
12
月
３
日

（
土
）、
県
内
各
地
か
ら
Ｊ
Ｆ
グ

ル
ー
プ
関
係
者
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
会
員
や
行
政
関
係

者
な
ど
約
１
６
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
主
催
者
挨
拶

で
は
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
中 

稔
彦
参
事
が
「
今
の
形
と

な
る
前
、
波
賀
町
で
の
植
樹
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
18
年

目
を
迎
え
こ
と
が
出
来
た
の
も
皆
様
の
お
陰
で
あ
る
。

今
年
も
怪
我
の
無
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
を
さ
れ
、
全
員
で
準
備
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

後
、
17
班
に
分
か
れ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
参
加
者
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽
部
」
の
指
導
員
の
皆
さ

ん
に
誘
導
さ
れ
、
次
々
に
森
に
入
り
ま
し
た
。
作
業
に
つ

い
て
指
導
員
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
参
加
者
は
周

囲
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
常
緑
樹
を
中
心
に
次
々
に
除

伐
を
行
い
ま
し
た
。
約
２
時
間
の
作
業
を
終
え
る
と
、

作
業
を
し
た
と
こ
ろ
に
は
太
陽
の
光
が
差
し
込
み
、
作

業
を
行
っ
た
皆
さ
ん
は
「
日
が
差
し
込
む
よ
う
に
な
っ

た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
後
の
昼
食
は
、
兵
庫
の
り
を
使
っ
た
巻
き
寿

司
、
カ
キ
の
味
噌
汁
等
が
振
る
舞
わ
れ
、
同
じ
班
の
メ

ン
バ
ー
と
楽
し
い
昼
食
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
森
の
中
で
“
木
を
切
る
”
と
い
う
作
業
な
の
で
す
が
、
た

い
へ
ん
“
お
も
し
ろ
い
”
と
い
う
感
想
が
多
く
、
何
度
も
繰

り
返
し
ご
参
加
頂
い
て
い
る
方
が
多
い
活
動
で
す
。
皆
様
も

一
度
、是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

参加者全員で記念撮影

快晴のもと、皆で昼食を摂りました

順調に成長し豊かな森となることを願います

淡
路
水
交
会
の
「
漁
業
者
に
よ
る
森
づ
く
り
」

　
～
洲
本
市
立
第
一
小
学
校
児
童
も
参
加
し
て
の
植
樹
活
動
～

雨の中の作業となりました



5 拓水722号（2016年12月）

　
室
津
で
水
揚

げ
さ
れ
る
新
鮮

な
魚
や
地
元
の

野
菜
を
使
っ

た
「
郷
土
料
理

給
食
会
」
が
11

月
22
日
（
火
）、

た
つ
の
市
立
室

津
小
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
給
食

会
は
Ｊ
Ｆ
室
津

や
Ｊ
Ｆ
室
津
女
性
部
（
髙
木 

友
子
部
長
）、
地
域

の
皆
さ
ん
が
町
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
お
り
今
年

で
13
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
シ
ー
フ
ー
ド
カ

レ
ー
を
中
心
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
１・２
年
生

が
エ
ビ
の
殻
む
き
と
酢
大
根
作
成
、
３・４
年
生

は
か
ま
ど
ご
飯
づ
く
り
と
イ
カ
の
カ
ッ
ト
、５・６

年
生
は
シ
タ
ビ
ラ
メ
の
３
枚
お
ろ
し
・
干
物
づ
く

り
を
担
当
し
、
朝
か
ら
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。
シ
タ
ビ
ラ
メ
を
担
当
し
た
５・６
年
生
の
児

童
た
ち
は
、
同
女
性
部
員
の
指
導
の
も
と
、
児
童

た
ち
は
、
次
々
に
三
枚
お
ろ
し
に
し
た
後
、
油
で

揚
げ
て
骨
せ
ん
べ
い
や
唐
揚
げ
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
見
事
に
捌

く
子
ど
も
が
多
か
っ
た
で
す
。

　
手
際
良
く
調
理
さ
れ
、
お
昼
前
に
は
同
校
の
体

育
館
に
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
（
シ
タ
ビ
ラ
メ
、
イ

カ
、
エ
ビ
入
り
）
の
ほ
か
、
骨
せ
ん
べ
い
、
酢
大

根
、寒
天
、干
物
、ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、ヒ
ジ
キ
大
豆
、

友と
も
君ぎ
み
よ
う
か
ん
な
ど
、
室
津
産
と
郷
土
料
理
に
こ

だ
わ
っ
た
品
々
が
並
び
ま
し
た
。
保
護
者
、
学
校

関
係
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
Ｊ
Ｆ
職
員
、
幼
稚

園
児
た
ち
が
集
ま
り
、
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
給
食
会
で

は
児
童
が
食
に
つ

い
て
学
ん
だ
こ
と

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹

介
し
た
あ
と
、
小

学
校
の
運
動
会
な

ど
で
代
々
歌
い
継

が
れ
て
い
る
室
津

之
唄
（
室
の
ほ
こ

り
）
を
同
女
性
部

メ
ン
バ
ー
が
壇
上

に
上
が
り
披
露
し

ま
し
た
。

　
室
津
小
学
校
と

同
女
性
部
が
始
め

た
こ
の
会
は
、
回

を
重
ね
、
児
童
だ

け
で
な
く
地
域
の

皆
さ
ん
に
も
室
津

地
区
の
地
産
地
消

や
文
化
な
ど
を

知
っ
て
も
ら
え
る

行
事
と
し
て
大
き

な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も

地
域
の
方
々
の
協

力
を
得
て
続
け
ら

れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

た
つ
の
市
立
室
津
小
学
校
で
郷
土
料
理
給
食
会

　
生
協
・
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ｆ
・
森

林
組
合
で
構
成
す
る
兵
庫
県

協
同
組
合
連
絡
協
議
会
（
兵

庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
で
は
、「
環
境

保
護
・
食
の
安
全
・
食
育

な
ど
、
地
域
や
く
ら
し
に

貢
献
す
る
取
組
み
を
協
同

組
合
間
で
連
携
し
て
す
す

め
ま
す
」
を
テ
ー
マ
に
、

２
０
０
８
年
度
よ
り
生
産

者
・
消
費
者
間
の
交
流
を

深
め
る
「
兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
協
同
組
合
研
究
交

流
会
」
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
度
は
林

業
（
担
当
：
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
）

を
テ
ー
マ
に
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
11
月
８
日
（
火
）、
県
内
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
農
業
・
林
業
・
水
産
業
・
生
協
等

の
関
係
者
約
30
名
が
集
ま
り
、
朝
来
市
に

あ
る
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
供
給
セ
ン
タ
ー
と
朝
来

森
林
組
合
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
be
）
材

供
給
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
各
地
の
間
伐

材
や
、
木
の
根
や
梢
な
ど
の
未
利
用
部
分

を
発
電
用
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
に
利
用
す
る

た
め
、
乾

燥
・
加
工
し

燃
料
チ
ッ
プ

を
作
っ
て
お

り
、
セ
ン

タ
ー
の
敷
地

に
入
る
と
、

参
加
者
は
高

く
積
ま
れ
た

間
伐
材
の
量

に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
木
材
を
チ
ッ
プ
に

加
工
す
る
工
程
と
、
隣
接
す
る
朝
来
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
（
平
成
28
年
12
月
稼
働
）

の
試
験
運
転
の
様
子
も
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー 

高
田 

裕
明
副
所

長
は
「
こ
の
発
電
事
業
は
、
官
民
が
共
同

し
て
行
う
全
国
で
も
珍
し
い
も
の
。
20
年

間
、
一
定
量
を
固
定
単
価
で
買
取
る
シ
ス

テ
ム
で
、
林
業
の
経
営
安
定
、
雇
用
の
拡

大
に
繋
が
る
と
同
時
に
、
災
害
に
強
い
森

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
」
と
話
さ

れ
、期
待
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
朝
来
市
森
林
組
合
が
管
理
す
る

山
に
入
り
、
木
の
伐
採
作
業
を
見
学
し
ま

し
た
。
樹
齢
約
30
～
50
年
の
杉
を
手
際
の

よ
い
作
業
で
狙
っ
た
方
向
に
倒
す
と
見
学

者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
作
業
用
機
械
の
操
作
も
見
る
こ

と
が
出
来
、
参
加
者
は
盛
ん
に
カ
メ
ラ
に

収
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
若
い
就
業
者
が
増
え
て
き
た
こ
と
や
、

機
械
化
が
進
み
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
間
伐
材
の
有
効
利
用
な
ど
、
今
後

の
林
業
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
た

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

兵庫ＪＣＣ協同組合研究・交流会
　～林業をテーマに朝来市で開催～

重機を使った作業を見学

12月から稼働するバイオマス発電所

シーフードカレーのほか、沢山のおかずが出来ました女性部から歌の披露がありました地元産食材の給食が出来ました
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神戸海上保安部からの
お知らせ漁船の衝突事故が続いています！

　
播
磨
地
区
漁
協
職
員

協
議
会
（
澤
浦 
博
光

会
長
：
Ｊ
Ｆ
家
島
）
は

会
員
組
合
内
の
様
々
な

事
業
に
つ
い
て
学
び
、

知
識
を
深
め
よ
う
と
、

毎
年
、
学
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
Ｊ
Ｆ
家
島
か
ら
民

間
企
業
へ
業
務
委
託
さ

れ
た
「
釣
堀
」
事
業
に

つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
日
、
姫
路
市
妻
鹿
漁
港
に
集
ま
っ
た
会
員

Ｊ
Ｆ
職
員
の
ほ
か
、
系
統
団
体
職
員
の
総
勢
30
名

が
姫
路
市
妻
鹿
漁
港
か
ら
家
島
町
の
釣
り
堀
に
向

か
い
出
港
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
ま
ず
、
澤
浦
会
長

が
「
数
年
前
に
同
様
の
学
習
会
を
行
っ
た
。
今
回
は

民
間
に
委
託

さ
れ
て
初
め

て
と
な
る
の

で
、
違
い
を

見
て
頂
け
た

ら
」
と
挨
拶

を
さ
れ
、
委

託
業
者
「
家

島
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー

ク
・
Ｓ
ｅ
ａ

遊
」
の
中
川 

康
治
氏
か
ら

は
、
釣
り
堀

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
20
ｍ
四
方
×
２

台
を
は
じ
め
と
す
る
足
場
の
良
い
生
簀
を
多
数
の
備
え

た
こ
の
施
設
は
、
港
に
車
を
止
め
て
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
直
行
便
を
有
し
、
貸
し
竿
、
エ
サ
の
ほ
か
、
職

員
ら
が
釣
っ
た
魚
を
捌
い
て
く
れ
る
な
ど
、
家
族
連
れ

で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、休
日
は
、

マ
ダ
イ
や
ブ
リ
な
ど
の
大
型
魚
を
求
め
る
釣
り
人
で

賑
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
日
も
、
平
日

に
も
関
わ
ら
ず
京
阪
神
地
区
の
釣
り
人
十
数
名
が
利

用
し
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
こ
の
あ
と
釣
堀
体
験
と
し
て
、
実
際

に
魚
釣
り
を
行
い
ま
し
た
。
エ
サ
付
け
な
ど
、
初
め

て
の
方
は
担
当
者
か
ら
指
導
を
受
け
た
の
ち
、
仕
掛

け
を
海
中
に
入
れ
る
と
、
す
ぐ
に
ウ
キ
に
ア
タ
リ
が

出
て
、
皆
、
次
々
と
マ
ダ
イ
や
ブ
リ
を
釣
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
数
匹
釣
り
上
げ
る
こ

と
が
出
来
、
魚
の
強
烈
な
引
き
に
慌
て
な
が
ら
も
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
終
了
後
、
マ
ダ
イ
2
尾
が
渡
さ

れ
、楽
し
く
学
習
会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆さん、マダイの引きを楽しんでいました

家
島
の
海
上
釣
堀
セ
ン
タ
ー
で
学
習
会
開
催

天気にも恵まれた学習会となりました
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兵
庫
県
立
香
住
高
等
学
校 

海
洋
科
学
科
オ
ー
シ
ャ

ン
コ
ー
ス
第
２
学
年
の
生
徒
17
名
を
乗
せ
た
実
習
船

「
但
州
丸
」
は
、
マ
グ
ロ
延
縄
漁
業
な
ど
所
定
の
実
習

を
終
え
、
船
籍
の
あ
る

神
戸
港
に
帰
港
し
ま
し

た
。

　
11
月
28
日
（
月
）
の

帰
港
式
は
、
神
戸
港
中

突
堤
に
停
泊
中
の
但
州

丸
の
前
で
行
わ
れ
、
学

校
、
水
産
業
界
関
係
者

や
生
徒
の
保
護
者
な
ど

約
60
名
の
参
加
の
も
と

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田

沼 

政
男
会
長
は
「
今

回
の
実
習
は
大
変
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
と
思
う
。
こ

れ
ま
で
学
ん
だ
知
識
や
技
能
、
さ
ら
に
情
熱
を
も
っ

て
、
是
非
、
水
産
業
界
を
盛
り
上
げ
て
頂
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
挨
拶
を
さ
れ
、
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁

連 

中
川 

照
央
会
長
は
実
習
生
代
表
に
記
念
品
を
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
実
習
生
代
表
か
ら
「
海
が
荒

れ
る
こ
と
が
多
く
、
急
な
日
程
変
更
も
あ
っ
た
が
、
仲

間
と
過
ご
す
な
か
で
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

う
」
と
力
強
い
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、「
但
州
丸
」
の
試
乗
が
行
わ
れ
、
田

沼
会
長
は
じ
め
関
係
者
が
乗
船
し
ま
し
た
。
担
当
者
か

ら
船
内
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
出
港
し
た
船
は
、
神
戸

港
を
出
て
、
再
び
入
港
す
る
約
1
時
間
の
航
海
を
行
い

ま
し
た
。
最
新
の
計
器
類
が
並
ぶ
操
舵
室
で
、
参
加
者

は
モ
ニ
タ
ー
や
操
船
す
る
様
子
を
目
の
前
で
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

アカウニ受精卵放流を実施

　
由
良
町
漁
協
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
・
由
良

地
区
潜
水
漁
業
協

会
は
、
洲
本
市
由

良
地
区
で
採
れ
る

高
級
食
材
の
ア
カ

ウ
ニ
を
増
や
そ

う
と
、
11
月
22

日
（
火
）
に
ア
カ

ウ
ニ
の
受
精
卵
約

３
、２
０
０
万
粒

を
洲
本
市
沖
に
放
流
し
ま

し
た
。

　
こ
の
受
精
卵
放
流
は
、

既
に
取
り
組
ん
で
い
る

稚
ウ
ニ
の
放
流
、
ウ
ニ

の
養
殖
に
続
く
も
の
で
、

（
公
財
）
ひ
ょ
う
ご
豊
か

な
海
づ
く
り
協
会
淡
路

事
業
場 

末
原 

裕
幸
場
長

の
指
導
の
も
と
、
成
熟

し
た
ア
カ
ウ
ニ
10
個
に

濃
い
塩
水
（
塩
化
カ
リ
ウ

ム
）
を
注
入
し
て
刺
激
を

与
え
た
後
、
広
口
瓶
の
上

に
置
き
、
精
子
と
卵
を
取

り
出
し
ま
し
た
。
ア
カ
ウ

ニ
の
雌
雄
は
見
た
目
で

判
別
す
る
の
は
難
し
い

で
す
が
、
今
回
の
精
子
と

卵
の
放
出
結
果
を
見
る

と
、
オ
ス
・
メ
ス
と
も
に

５
個
ず
つ
と
い
う
結
果

で
し
た
。
こ
う
し
て
作
成

し
た
受
精
卵
は
推
定
約

３
、０
０
０
万
粒
で
、
同

協
会
淡
路
事
業
場
か
ら
提
供
さ

れ
た
受
精
卵
（
４
腕
期
幼
生
）
約

２
０
０
万
粒
と
あ
わ
せ
て
、
合
計

約
３
、２
０
０
万
粒
を
放
流
し
ま

し
た
。

　
同
漁
協
の
潜
水
協
会 

川
北 

勝

彦
会
長
は
「
受
精
卵
の
採
取
が
成

功
し
て
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
毎

年
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）

但
州
丸
の
帰
港
式
が
行
わ
れ
る

　

～
関
係
者
を
対
象
に
試
乗
も
行
わ
れ
る
～

瓶の上に置き、精子・卵子を取り出します塩化カリウムを注入するところ

但州丸の操舵室の様子

中川会長から記念品が手渡されました
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全をサポー
トします。
浮力は充分にあり、
動きやすいように工
夫されています。
まだお持ちでない方
は是非！
※ 国土交通省の型式

承認試験基準に合
格したものではあ
りませんので、一
人乗りの漁船の場
合、ライフジャケッ
トを着用してくだ
さい。

海難事故をなくそう！

モデル：兵庫県漁業共済組合 大西 大輔さん

平成28年度 兵庫県水産系統団体役職員ＯＢ会総会

　
11
月
19
日
（
土
）、
明
石
市
内
の

ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
平
成
28
年
度
兵

庫
県
水
産
系
統
団
体
役
職
員
Ｏ
Ｂ
会

総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
会
員
21
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
出
席
者
一
同

は
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
会
員
に
対
し
て
黙
祷
を
捧

げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
岡
本
副
幹

事
長
よ
り
「
今
年
は
参
加
者
が

若
干
少
な
い
で
す
が
、
我
々
は

ま
だ
ま
だ
元
気
な
の
で
、
今
後

は
一
人
で
も
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
た
く
皆
様
か
ら
の
さ

ら
な
る
お
声
掛
け
を
お
願
い
し

ま
す
。
年
に
一
度
の
懇
談
の
場

で
す
。
大
い
に
旧
交
を
温
め
て

も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
を
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
の
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
沼 

政
男
会
長

よ
り
「
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
歴
史
を
系
統
団
体
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
引
き
継
ぎ
、
兵
庫
の

漁
業
を
発
展
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
岡
本
副
幹
事
長
が
議
事
進
行
を
行

な
い
、
議
案
の
収
支
決
算
報
告
及
び

収
支
計
画
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
続
く
懇
親
会
で
は
一
般
財

団
法
人
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金 

近

藤 

敬
三
専
務
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ

り
幕
が
上
が
り
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
時
間
の
経
過
も
忘
れ
て

歓
談
が
す
す
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
山
里
幹
事
か
ら「
元
気
で
、

ま
た
来
年
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
力
強

い
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
懇
親
会
は

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

 
（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）参加者全員での記念撮影

固型式ライフジャケットはメンテナンス不要！
ライフジャケットを着用することで助かる可能性は飛躍的に向上

します。
自分自身のため
に、そして、家
族 の た め に 是
非、着用してく
ださい！

ライフジャケット（固型式）
モデル：ＪＦ兵庫漁連 佐藤 泰弘さん



9 拓水722号（2016年12月）

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　兵庫県生協連では、11月11日（金）、兵庫県民

会館で兵庫県と兵庫県生協連の共催による「第19

回監事研修会」を開催。生協運営の健全な発展

に果たすべき監事の役割と監査実務のあり方を学

び、今後も健全な生協運営を実施していただくた

めの研修会に13生協から26人が参加しました。

　はじめに、MMコンサルティング代表 三宅 充さ

んより「監事の任務と責任」につい講演いただき

ました。また、兵庫県企画県民部消費生活課 石

田千春 主幹から「生協の指導検査を実施して」と

題して、運営と経理面から、指導検査における指

摘や講評について、具体的にお話しいただきまし

た。分野別グループディスカッションの交流の場

もあり、参加した役職員・監事からは「監事の重

要性を改めて確認することができました」「グルー

プディスカッションで他生協の監査について聞く

ことができ良かった」「監事・監査チェックリスト

を活用したい」などの感想が寄せられました。

ＪＡ兵庫中央会　

　ＪＡ兵庫中央会と日本農業新聞は10月28日、
県農業会館で、「兵庫県ＪＡ大会決議実践フォーラ
ム・日本農業新聞兵庫県大会」を開催しました。「農
協改革」に関する情勢が激動する中、県内のＪＡ
グループ役職員約90人が参加し、ＪＡ大会決議を
実践し、自己改革に取り組むための情勢認識と意
思統一を行いました。
　中央会の石田正会長は、「自己改革の成果を着
実に挙げていくことが必要。新時代を拓く３つの
プロジェクトに取り組み、成果を挙げ、組合員や
地域住民からしっかり評価していただくことが大
事」とあいさつしました。また、稲葉洋副会長が、「農
業者の所得増大と農業生産の拡大、そして地域の
活性化の実現のため、組合員と共に、役職員の総
力を挙げて大会決議の実践、自己改革に取り組む
ため、日本農業新聞を普及・活用する」と申し合
わせを行いました。
　フォーラムでは、福岡県のＪＡ糸島営農部の相
田俊郎部長が、「糸島ブランドによるＪＡ糸島ファ
ンづくりの展開」、愛媛県のＪＡおちいまばり営農
企画課の森康弘課長が、「元気な地域農業の復活!!
～強い志が地域を元気にする～」と題して優良事
例発表を行いました。また、経済評論家の三橋貴
明さんが「これからの社会・経済情勢とＪＡの課題」
と題して講演しました。

兵庫県ＪＡ大会決議実践フォーラム・
日本農業新聞兵庫県大会を開催

兵庫県・兵庫県生協連 共催

第19回
「監事研修会」を開催

講演する三橋さん

◀ 監事の職責につ
　いて話す三宅さん

▶ グループディス
カッションでは、
それぞれの監査
状況を共有しま
した



◆
宮
脇
俊
三
氏
は
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）全
線
を
乗
車
し
、
そ
の
記
録
を
『
時
刻
表

２
万
キ
ロ
』と
し
て
出
版
、
日
本
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
あ

る
出
版
社
で
編
集
に
携
わ
り
つ
つ
の
快
挙
で
、
東
海
道
本
線
の
駅
名
を
全
て

暗
唱
し
て
い
た
と
い
う
。
定
年
を
待
た
ず
退
社
し
作
家
業
に
転
身
、
旅
行
紀
行

文
を
数
々
書
い
て
「
鉄
道
紀
行
文
学
」を
確
立
さ
せ
た
。
筆
者
も
若
い
頃
、
駅

名
を
暗
記
し
ス
ラ
ス
ラ
述
べ
て
得
意
だ
っ
た
が
、
新
駅
の
設
置
や
改
名
が
あ

り
「
草
津
か
ら
神
戸
」間
が
難
し
く
、
此
の
区
間
で
か
な
り
減
速
し
た
の
を
思

い
出
す
。
全
駅
暗
唱
も
今
で
は
半
分
以
上
を
忘
れ
、
脱
線
転
覆
し
走
行
不
能
に

な
っ
て
仕
舞
っ
て
い
る
。

◆
昭
和
56
年
の
雑
誌
に
宮
脇
氏
作
成
の
《
智
頭
線
・
未
来
時
刻
表
》が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
創
造
時
刻
表
は
、
時
刻
表
が
身
体
の
一
部
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
作
者
の
面
目
躍
如
と
し
た
傑
作
だ
と
思
う
。
全
線
運
休
中
・
開
通
見

込
不
明
と
断
り
書
き
を
し
て
、
上
郡
と
智
頭
を
結
ん
で
鳥
取
へ
の
発
着
時
刻

が
出
て
い
る
。
平
福
・
下
石
井
・
大
原
町
・
西
粟
倉
の
駅
名
は
あ
る
が
、
宮
本

武
蔵
駅
は
ま
だ
想
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。著
書『
廃
線
跡
を
歩
く
』

や
『
失
わ
れ
た
鉄
道
を
求
め
て
』は
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
消
滅
し
た
鉄
道

路
線
を
歩
い
て
の
紀
行
文
で
、
読
む
と
感
傷
に
耽
っ
た
り
感
慨
を
新
た
に
出

来
る
。
職
業
だ
と
言
え
ば
其
れ
迄
だ
が
、
鉄
道
趣
味
に
徹
し
た
生
き
方
が
、
羨

ま
し
く
思
え
て
来
る
の
で
あ
る
。

◆
旅
行
の
楽
し
み
の
一
つ
に
食
事
が
あ
る
。
鉄
道
に
よ
る
旅
で
は
《
駅
弁
》で

あ
り
、
車
窓
を
流
れ
る
景
色
を
見
な
が
ら
、
頬
張
る
ご
飯
が
美
味
し
か
っ
た
。

駅
弁
の
始
ま
り
は
明
治
18
年
の
東
北
本
線
宇
都
宮
駅
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。

握
り
飯
２
個
と
沢
庵
２
切
れ
を
竹
の
皮
で
包
ん
だ
実
に
素
朴
な
も

の
だ
っ
た
。
そ
の
あ
と
信
越
線
横
川
駅
、
そ
し
て
高
崎
駅
と
続
い
て

販
売
さ
れ
た
が
、
全
て
が
竹
の
皮
包
み
だ
っ
た
そ
う
だ
。
神
戸
駅
に

あ
る
幕
の
内
弁
当
も
歴
史
が
古
い
。
山
陽
本
線
が
姫
路
駅
ま
で
延

長
さ
れ
た
明
治
21
年
に
売
り
出
さ
れ
て
い
る
。

◆
旅
の
途
中
で
の
食
事
は
、
そ
の
地
で
産
し
た
物
が
献
立
に
入
る

な
ら
満
点
だ
が
、
利
便
性
の
良
い
現
代
で
は
山
奥
の
宿
で
も
鮪
や

烏
賊
の
刺
し
身
が
出
る
。
宿
に
す
れ
ば
最
高
の
献
立
な
の
だ
ろ
う

が
、
少
し
ガ
ッ
カ
リ
さ
せ
ら
れ
る
。
旅
人
の
心
も
変
わ
り
、
目
的
地

だ
け
を
旅
だ
と
考
え
る
風
潮
が
あ
っ
て
、
途
中
の
景
色
を
楽
し
む

余
裕
が
無
く
な
っ
た
。
旅
自
体
が
線
か
ら
点
へ
と
変
化
し
た
の
は
、

自
動
車
に
よ
る
移
動
が
多
く
な
っ
た
た
め
だ
と
思
う
。
運
転
者
は

前
方
注
視
が
主
で
脇
見
が
出
来
な
い
。
標
識
を
見
落
と
さ
ぬ
よ
う
、

神
経
を
ピ
リ
ピ
リ
さ
せ
て
の
走
行
で
あ
る
。
以
前
は
《
十
年
一
昔
》

と
い
っ
た
が
、
最
近
の
事
物
の
変
化
は
素
早
く
て
数
カ
月
で
変
わ

っ
て
仕
舞
う
。
旅
行
者
の
気
持
ち
も
変
わ
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
宮

脇
氏
の
随
筆
集
『
終
着
駅
』が
、
旅
行
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
奥
義
で
あ
る

よ
う
に
思
え
た
り
す
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

終　着　駅

兵
庫
県
の
水
産
業
の
概
要
と

　
　
　
　

漁
場
整
備
に
つ
い
て
学
ぶ

　
10
月
に
入
塾
し
た
12
期
生
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
11
月
講
座
は
、11
月
29
日

（
火
）水
産
会
館
に
て「
兵
庫
県
の
漁
場
整
備
に
つ
い
て
」と「
兵
庫
県
の
水
産
業

の
概
要
」の
２
講
座
で
し
た
。

　
「
兵
庫
県
の
漁
場
整
備
に
つ
い
て
」は
県
水
産
課
資
源
増
殖
室
漁
場
環
境
担
当 

森
本 

利
晃
主
査
か
ら
県
内

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
漁
場

整
備
に
つ
い
て
、そ
の
考
え

方
や
種
類
の
ほ
か
、魚
礁
設

置
後
の
海
中
の
様
子
を
、映

像
を
交
え
て
話
が
あ
り
ま
し

た
。映
像
に
は
多
く
の
魚
や

カ
ニ
な
ど
が
棲
み
付
い
て
い

る
様
子
が
写
っ
て
お
り
、塾

生
は
興
味
深
く
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
続
い
て「
兵
庫
県
の
水
産

業
の
概
要
」と
し
て
県
水
産

課 

長
島 

浩
副
課
長
か
ら
、兵

庫
県
の
水
産
施
策
に
つ
い
て

話
が
あ
り
ま
し
た
。環
境
や

漁
業
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、

後
継
者
対
策
や
水
産
加
工

業
、内
水
面
漁
業
に
至
る
ま

で
の
幅
広
い
内
容
を
学
ん
だ

ほ
か
、現
在
の
漁
業
の
姿
と

し
て
、全
国
の
水
揚
げ
量
や

就
業
者
人
口
、食
料
自
給
率

の
推
移
な
ど
に
つ
い
て
ま
で

話
が
拡
が
り
、質
疑
応
答
で

は
塾
生
か
ら
多
く
の
質
問
が

出
さ
れ
、活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多くの質問が寄せられた長島副課長の講義 漁場整備について講義をする森本主査

夕
日
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